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仏
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仏
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は
じ
め
に

　

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
は
仏
性
に
つ
い
て
の
解
明
を
重
要
と
考
え
て
い
る
。

お
ほ
よ
そ
仏
性
は
、
い
ま
の
慮
知
念
覚
な
ら
ん
と
見
解
す
る
こ
と
さ
め
ざ
る
に
よ
り
て
、
有
仏
性
の
道
に
も
、
無
仏
性
の
道

に
も
、
通
達
の
端
を
失
せ
る
が
ご
と
く
な
り
、
道
取
す
べ
き
と
学
習
す
る
も
ま
れ
な
り
。
し
る
べ
し
、
こ
の
疎
怠
は
癈
せ
る

に
よ
り
て
な
り
。
諸
方
の
粥
飯
頭
、
す
べ
て
仏
性
と
い
ふ
道
得
を
、
一
生
い
は
ず
し
て
や
み
ぬ
る
も
あ
る
な
り
。
あ
る
ひ
は

い
ふ
、聴
教
の
と
も
が
ら
仏
性
を
談
ず
、参
禅
の
雲
衲
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
や
か
ら
は
、真
箇
是
畜
生
な
り
。

な
に
と
い
ふ
魔
儻
の
、
わ
が
仏
如
来
の
道
に
ま
じ
は
り
け
が
さ
ん
と
す
る
ぞ
。
聴
教
と
い
ふ
こ
と
の
仏
道
に
あ
る
か
、
参
禅

と
い
ふ
こ
と
の
仏
道
に
あ
る
か
。
い
ま
た
聴
教
・
参
禅
と
い
ふ
こ
と
、
仏
道
に
は
な
し
と
し
る
べ
し
。

『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」（『
道
元
禅
師
全
集
』
一
巻
三
二
頁
（
１
）

）

 

「
参
禅
に
専
念
す
る
雲
水
は
、
仏
性
に
つ
い
て
口
に
出
し
て
は
い
け
な
い
（
２
）
」
と
い
う
や
か
ら
は
、
真
に
こ
れ
畜
生
で
あ
る
と
説
い
て

い
る
。
つ
ま
り
、
仏
性
と
は
何
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
学
仏
道
者
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、「
仏
性
」
巻
冒
頭
に
は
、

釈
迦
牟
尼
仏
言
、
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
。
如
来
常
住
、
無
有
変
易
。
こ
れ
、
わ
れ
ら
が
大
師
釈
尊
の
師
子
吼
の
転
法
輪
な

り
と
い
へ
ど
も
、
一
切
諸
仏
、
一
切
祖
師
の
頂
寧頁
眼
明
睛
な
り
。
参
学
し
き
た
る
こ
と
、
す
で
に
二
千
一
百
九
十
年
、
正
嫡

わ
づ
か
に
五
十
代
、
西
天
二
十
八
代
、
代
代
住
持
し
き
た
り
、
東
地
二
十
三
世
、
世
世
住
持
し
き
た
る
。
十
方
の
仏
祖
、
と

も
に
住
持
せ
り
。

「
仏
性
」（
一
巻
一
四
頁
）

と
あ
り
、「
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
」
が
釈
尊
の
「
獅
子
吼
の
転
法
輪
」（
究
極
ぎ
り
ぎ
り
の
説
法
（
３
）
）
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。「
一

切
衆
生
、
悉
有
仏
性
」
は
『
涅
槃
経
』
巻
二
五
「
獅
子
吼
品
」
に
見
出
さ
れ
る
が
（
４
）

、
こ
の
言
葉
を
道
元
禅
師
は
釈
尊
の
直
説
と
捉
え
、

極
め
て
重
要
な
説
法
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

   

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
道
元
禅
師
の
仏
性
観
に
対
す
る
学
者
の
見
解
、
第
二
章
に
お
い
て
は
主
と
し
て
筆
者
の
見
解
を
示
し

た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

一
、
道
元
禅
師
の
仏
性
観
に
関
す
る
学
者
の
見
解

　

従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
道
元
禅
師
の
仏
性
観
に
関
す
る
学
者
の
見
解
を
見
て
み
た
い
。
特
に
、
増
永
霊
鳳
氏
と
久
下
陞
氏
が
詳
細

に
論
じ
て
い
る
の
で
両
者
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。
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（
一
）
増
永
霊
鳳
氏
の
見
解

　

増
永
霊
鳳
氏
は
道
元
禅
師
の
仏
性
を
「（
１
）
悉
有
は
仏
性
の
問
題
（
２
）
有
仏
性
（
３
）
無
仏
性
（
４
）
空
仏
性
（
５
）
説
仏
性
（
６
）

無
常
仏
性
（
７
）
時
仏
性
（
８
）
行
仏
性
等
に
分
類
し
論
究
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
述
べ
、
八
つ
に
分
類
し
て
論
じ
て
い
る
（
５
）
。
そ
れ

ぞ
れ
を
概
観
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
（
１
）
悉
有
仏
性

　

道
元
禅
師
は
『
涅
槃
経
』
の
「
一
切
衆
生
、悉
有
仏
性
」
の
言
葉
を
「
悉
く
仏
性
あ
り
」
と
読
ま
ず
に
「
悉
有
は
仏
性
」
で
あ
る
と
読
む
。

こ
の
読
み
方
は
独
特
で
あ
り
、
か
つ
、
道
元
禅
師
の
仏
性
観
と
し
て
は
最
も
有
名
な
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
す
べ
て
の
も
の
は

仏
性
を
有
す
る
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
は
仏
性
の
自
己
開
示
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
道
元
禅
師
は
理

解
し
た
と
さ
れ
る
。

　

 『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

世
尊
道
の
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
は
、
そ
の
宗
旨
い
か
む
。
是
什
麼
物
恁
麼
来
の
道
、
転
法
輪
な
り
。
あ
る
ひ
は
衆
生
と
い
ひ
、

有
情
と
い
ひ
、
群
生
と
い
ひ
、
群
類
と
い
ふ
。
悉
有
の
言
は
、
衆
生
な
り
、
群
有
な
り
。
す
な
は
ち
悉
有
は
仏
性
な
り
、
悉

有
の
一
悉
を
衆
生
と
い
ふ
。
正
当
恁
麼
時
は
、
衆
生
の
内
外
す
な
は
ち
仏
性
の
悉
有
な
り
。
単
伝
す
る
皮
肉
骨
髄
の
み
に
あ

ら
ず
、
汝
得
吾
皮
肉
骨
髄
な
る
が
ゆ
え
に
。

「
仏
性
」（
一
巻
一
四
―
一
五
頁
）
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悉
有
は
仏
性
で
あ
り
、
悉
有
の
一
悉
を
衆
生
と
捉
え
て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
を
仏
性
と
み
な
す
見
解
は
次
の
文
章
に
も
見
出
さ
れ

る
と
増
永
氏
は
指
摘
す
る
。　

し
か
あ
れ
ば
、
こ
の
山
河
大
地
、
み
な
仏
性
海
な
り
。
皆
依
建
立
と
い
ふ
は
、
建
立
な
る
正
当
恁
麼
時
、
こ
れ
山
河
大
地
な
り
。

す
で
に
皆
依
建
立
と
い
ふ
、
し
る
べ
し
、
仏
性
海
の
か
た
ち
は
か
く
の
ご
と
し
。
さ
ら
に
内
外
中
間
に
か
か
は
る
べ
き　

に

あ
ら
ず
。
恁
麼
な
ら
ば
、
山
河
を
み
る
は
仏
性
を
み
る
な
り
、
仏
性
を
み
る
は
驢
腮
馬
觜
を
み
る
な
り
。　

　
　
　
　
　
「
仏
性
」（
一
巻
一
八
―
一
九
頁
）

こ
の
文
章
に
対
し
て
「
山
河
大
地
は
悉
く
仏
性
海
中
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
山
河
や
大
地
を
見
る
こ
と
は
直
下
に
仏
性
を
見
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
仏
性
と
い
え
ば
、
何
か
高
遠
な
も
の
を
予
想
し
易
い
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
驢
馬
の
腮
や
、

馬
の
觜
が
そ
の
ま
ま
仏
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
増
永
氏
は
述
べ
て
い
る
（
６
）

。「
山
河
大
地
が
仏
性
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
と
同

様
の
文
章
が
そ
の
他
の
箇
所
に
も
多
く
示
さ
れ
て
い
る
が
一
例
の
み
示
す
。

し
か
あ
れ
ば
、
草
木
叢
林
の
無
常
な
る
、
す
な
は
ち
仏
性
な
り
。
人
物
身
心
の
無
常
な
る
、
こ
れ
仏
性
な
り
。
国
土
山
河
の

無
常
な
る
、
こ
れ
仏
性
な
る
に
よ
り
て
な
り
。

 

「
仏
性
」（
一
巻
二
五
頁
）

こ
こ
に
は
、
草
木
叢
林
、
人
物
身
心
、
国
土
山
河
が
無
常
で
あ
り
、
仏
性
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
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さ
れ
ば
、
仏
性
は
一
切
存
在
さ
ら
に
進
ん
で
、
一
切
存
在
の
根
拠
で
あ
り
、
ま
た
一
切
價
値
の
根
源
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
（
７
）

。

悉
有
、
す
な
わ
ち
一
切
の
存
在
が
仏
性
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
仏
性
は
「
一
切
存
在
の
根
拠
」、「
一
切
価
値
の
根
源
」
と
道
元
禅

師
は
見
な
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
２
）
有
仏
性

　

有
仏
性
と
は
悉
有
仏
性
と
同
様
に
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
増
永
氏
は
、

仏
性
で
な
い
存
在
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
け
れ
ど
も
、「
悉
有
は
仏
性
な
り
」
と
い
え
ば
、
或
る
も
の
は
、
仏
性
を

単
に
限
定
さ
れ
た
存
在
と
の
み
考
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
仏
性
は
あ
ら
ゆ
る
限
定
を
超
え
た
無
限
で
あ
り
絶
対
で

あ
る
。

と
述
べ
、悉
有
仏
性
で
は
存
在
を
限
定
す
る
感
が
あ
る
が
、有
仏
性
は
、仏
性
が
限
定
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
。

因
み
に
、
有
仏
性
の
語
は
「
仏
性
」
の
巻
に
見
出
さ
れ
る
。

　

杭
州
塩
官
県
斉
安
国
師
は
、
馬
祖
下
の
尊
宿
な
り
。
ち
な
み
に
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、
一
切
衆
生
有
仏
性
。

　

い
は
ゆ
る
一
切
衆
生
の
言
、
す
み
や
か
に
参
究
す
べ
し
。
一
切
衆
生
、
そ
の
業
道
依
正
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
、
そ
の
見
ま
ち

   

ま
ち
な
り
。
凡
夫
・
外
道
・
三
乗
・
五
乗
等
、お
の
お
の
な
る
べ
し
。
い
ま
仏
道
に
い
ふ
一
切
衆
生
は
、有
心
者
み
な
衆
生
な
り
、
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心
是
衆
生
な
る
が
ゆ
え
に
。
無
心
者
お
な
じ
く
衆
生
な
る
べ
し
、
衆
生
是
心
な
る
が
ゆ
え
に
。
し
か
あ
れ
ば
、
心
み
な
こ
れ

衆
生
な
り
、
衆
生
み
な
こ
れ
有
仏
性
な
り
。
草
木
国
土
、
こ
れ
心
な
り
、
心
な
る
が
ゆ
え
に
衆
生
な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ
え

に
有
仏
性
な
り
。
日
月
星
辰
こ
れ
心
な
り
、
心
な
る
が
ゆ
え
に
衆
生
な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ
え
に
有
仏
性
な
り
。
国
師
の
道

取
す
る
有
仏
性
、
そ
れ
か
く
の
ご
と
し
。
も
し
か
く
の
ご
と
く
に
あ
ら
ず
は
、
仏
道
に
道
取
す
る
有
仏
性
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

「
仏
性
」（
一
巻
三
三
―
三
四
頁
）

こ
れ
は
斎
安
国
師
（
？
―
八
四
二
）
の
言
葉
に
対
す
る
道
元
禅
師
の
拈
提
で
あ
る
。
心
を
媒
介
と
し
て
、
草
木
国
土
・
日
月
星
辰
が

衆
生
で
あ
り
、
衆
生
で
あ
る
か
ら
「
有
仏
性
」
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
３
）
無
仏
性

   

「
無
仏
性
」
と
は
仏
性
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
有
無
を
包
越
し
た
無
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
増
永
霊
鳳

氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

無
と
い
う
否
定
的
概
念
は
却
っ
て
も
の
そ
れ
自
身
を
全
体
的
に
現
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
無
は
有
限
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
否
定
し
て
無
限
へ
の
転
換
を
可
能
な
ら
し
め
る
絶
対
否
定
の
原
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、

無
仏
性
は
有
仏
性
よ
り
も
、
さ
ら
に
具
体
的
な
表
現
で
あ
る
（
９
）
。

有
無
を
超
越
し
た
無
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
。
無
仏
性
と
な
る
と
「
一
切
存
在
の
根
拠
」
だ
け
で
な
く
、「
一
切
価
値
の
根
源
」
と

も
な
る
と
い
う
。
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因
み
に
、「
無
仏
性
」
の
語
は
四
祖
道
信
と
五
祖
慧
能
と
の
問
答
に
見
出
さ
れ
る
（
（1
（

。
そ
し
て
、
道
元
禅
師
は
次
の
よ
う
に
拈
提
さ

れ
て
い
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
無
仏
性
の
道
、
は
る
か
に
四
祖
の
祖
室
よ
り
き
こ
ゆ
る
も
の
な
り
。
黄
梅
に
見
聞
し
、
趙
州
に
流

通
し
、
大
潙
に
挙
揚
す
。
無
仏
性
の
道
、
か
な
ら
ず
精
進
す
べ
し
、
趑
趄
す
る
こ
と
な
か
れ
。
無
仏
性
た
ど
り
ぬ
べ
し
と
い

へ
ど
も
、
何
な
る
標
準
あ
り
、
汝
な
る
時
節
あ
り
、
是
な
る
投
機
あ
り
、
周
な
る
同
姓
あ
り
。
直
趣
な
り
。　

「
仏
性
」（
一
巻
二
一
―
二
三
頁
）

ま
た
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
の
語
は
道
元
禅
師
の
以
下
の
著
述
に
も
見
出
さ
れ
る
。

71
上
堂
。
云
。
但
看
業
識
太
茫
茫
。
一
切
衆
生
無
仏
性
。
下
座
。

『
永
平
広
録
』
第
一
（
三
巻
四
六
頁
）

115
大
潙
嘗
示
衆
云
、
一
切
衆
生
無
仏
性
。
因
塩
官
或
示
衆
云
、
一
切
衆
生
有
仏
性
。
塩
官
会
有
二
僧
、
遂
特
詣
師
会
探
之
。

　
　
　
（
後
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
三
百
則
』（
五
巻
一
八
八
頁
）

　
　
　
　
　
（
４
）
空
仏
性

　

先
の
「
無
仏
性
」
の
こ
と
を
他
の
面
か
ら
み
れ
ば
、「
空
仏
性
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
四
祖
道
信
の
「
汝
無
仏
性
」

に
対
し
五
祖
弘
忍
が
、「
仏
性
空
故
に
、
所
以
に
無
と
言
う
」
と
答
え
た
一
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
（1
（

。
道
元
禅
師
は
次
の
よ
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う
に
拈
提
さ
れ
て
い
る
。

　

五
祖
い
は
く
、
仏
性
空
故
、
所
以
言
無
。
あ
き
ら
か
に
道
取
す
、
空
は
無
に
あ
ら
ず
。
仏
性
空
を
道
取
す
る
に
、
半
斤
と

い
は
ず
、
八
両
と
い
は
ず
、
無
と
言
取
す
る
な
り
。
空
な
る
ゆ
え
に
空
と
い
は
ず
、
無
な
る
ゆ
え
に
無
と
い
は
ず
、
仏
性
空

な
る
ゆ
え
に
無
と
い
ふ
。（
後
略
）

「
仏
性
」（
一
巻
二
一
―
二
二
頁
） 

因
み
に
「
仏
性
」
の
巻
に
は
「
有
仏
性
」
も
「
無
仏
性
」
も
と
も
に
否
定
す
る
言
葉
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ゆ
え
に
百
丈
い
は
く
、
説
衆
生
有
仏
性
、
亦
謗
仏
法
僧
。
説
衆
生
無
仏
性
、
亦
謗
仏
法
僧
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、

有
仏
性
と
い
ひ
、
無
仏
性
と
い
ふ
、
と
も
に
謗
と
な
る
。

　
「
仏
性
」（
一
巻
三
四
―
三
五
頁
）

有
を
も
超
え
た
も
の
（
空
仏
性
）
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
５
）
説
仏
性

　

仏
性
の
本
領
は
「
不
断
の
自
道
取
」
に
あ
る
と
増
永
氏
は
い
う
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

無
相
の
仏
性
は
有
相
の
現
象
を
ほ
か
に
し
て
は
、
何
処
に
も
存
し
な
い
。
現
象
の
生
滅
変
遷
は
そ
の
ま
ま
仏
性
の
説
取
で
あ
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り
、
道
取
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
説
仏
性
の
意
義
が
あ
る
（
（1
（

。

　

因
み
に
「
説
仏
性
」
の
語
は
次
の
箇
所
に
見
出
さ
れ
る
。

し
か
あ
れ
ば
、
身
現
の
説
仏
性
な
る
、
虚
明
な
り
、
廓
然
な
り
。
説
仏
性
の
身
現
な
る
、
以
表
諸
仏
体
な
り
、
い
づ
れ
の
一

仏
二
仏
か
、
こ
の
以
表
を
仏
体
せ
ざ
ら
ん
。
仏
体
は
身
現
な
り
、
身
現
な
る
仏
性
あ
り
。                 　

                                                                                                                                                                                 

「
仏
性
」（
一
巻
三
〇
頁
）

　
　
　
　
　
（
６
）
無
常
仏
性

　

増
永
氏
は
、

有
仏
性
と
い
え
ば
、
固
定
不
動
の
如
く
考
え
ら
れ
、
無
仏
性
と
称
す
れ
ば
、
文
字
通
り
の
空
無
に
と
ら
れ
易
い
。
故
に
、
禅

師
は
六
祖
が
門
人
行
昌
に
示
し
た
、「
無
常
は
仏
性
な
り
」
と
あ
る
文
に
基
づ
い
て
、
無
常
仏
性
の
問
題
を
提
示
す
る
（
（1
（

。

と
述
べ
、「
無
限
の
生
成
発
展
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
無
常
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

無
常
こ
そ
、
仏
性
の
真
実
の
相
で
あ
り
、
そ
の
本
性
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
開
花
落
葉
、
生
滅
無
常
は
仏
性
の
相
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
仏
性
な
る
が
故
に
無
常
で
あ
り
、
無
常
な
る
が
故
に
仏
性
で
あ
る
。
無
常
な
る
仏
性
は
無
相
で
あ
り
、
無
限
定
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で
あ
る
（
（1
（

。

仏
性
で
あ
る
か
ら
無
常
で
あ
り
、
無
常
で
あ
る
か
ら
仏
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
無
相
、
無
限
定
で
あ
る
と
い
う
。
因
み
に
、
無
常
仏
性

の
問
題
は
「
仏
性
」
の
巻
に
説
か
れ
て
い
る
。

六
祖
示
門
人
行
昌
云
、
無
常
者
即
仏
性
也
、
有
常
者
即
善
悪
一
切
諸
法
分
別
心
也
。

い
は
ゆ
る
六
祖
道
の
無
常
は
、
外
道
二
乗
等
の
測
度
に
あ
ら
ず
。
二
乗
外
道
の
鼻
祖
鼻
末
、
そ
れ
無
常
な
り
と
い
ふ
と
も
、

か
れ
ら
窮
尽
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
無
常
の
み
づ
か
ら
無
常
を
説
著
・
行
著
・
証
著
せ
ん
は
、
み
な
無
常
な

る
べ
し
。

　
「
仏
性
」（
一
巻
二
四
―
二
五
頁
）

　

ま
た
、「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
に
も
こ
の
六
祖
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

観
心
無
常
は
、
曹
渓
古
仏
い
は
く
、
無
常
者
即
仏
性
也
。
し
か
あ
れ
ば
、
諸
類
の
所
解
す
る
無
常
、
と
も
に
仏
性
な
り
。

 

「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」（
二
巻
一
三
二
頁
）

諸
類
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
「
無
常
」
が
ど
れ
も
仏
性
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
仏
性
が
無
常
で
あ
る
と
い
う
記
述
と
反
す
る
よ
う
な
記
述
が
『
永
平
広
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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430
上
堂
。（
中
略
）
仏
言
、
高
貴
徳
王
菩
薩
、
善
根
有
二
、一
者
常
、
二
者
無
常
。
仏
性
非
常
非
無
常
、
是
故
不
断
。
名
之
不
二
。

一
者
善
、二
者
不
善
。
仏
性
非
善
不
善
、是
故
不
断
。
名
之
不
二
。
蘊
之
与
界
、凡
夫
見
二
、智
者
了
達
其
性
無
二
。
無
二
之
性
、

即
是
実
性
。
故
知
、
仏
性
乃
不
二
之
法
也
。

『
永
平
広
録
』
第
六
（
四
巻
一
四
―
一
六
頁
）

こ
れ
は
『
涅
槃
経
』「
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
か
ら
趣
意
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
善
根
に
は
常
・
無
常
が
あ
る
が
、

仏
性
は
常
で
も
な
く
、
無
常
で
も
な
い
と
い
う
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
常
・
無
常
と
い
う
相
対
を
絶
し
た
無
常

が
仏
性
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
（
７
）
時
仏
性

　

無
常
は
時
間
を
外
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
時
が
仏
性
、
有
時
は
仏
性
と
い
う
思
想
が
出
て
く
る
と
い
う
。
増
永
氏
は
次
の

よ
う
に
い
う
。

禅
師
の
見
解
に
従
え
ば
、
時
間
は
存
在
で
あ
り
、
存
在
は
時
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
存
在
は
仏
性
で
あ
り
、
仏
性

は
存
在
で
あ
る
か
ら
、
時
間
は
仏
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
時
仏
性
な
い
し
時
節
仏
性
の
新
た
な
問
題
が
展
開

す
る（

（1
（

　
。

因
み
に
、
時
節
因
縁
と
仏
性
を
記
し
た
文
章
は
以
下
に
見
出
さ
れ
る
。
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仏
言
、
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
仏
性
現
前
。

い
ま
仏
性
義
を
し
ら
ん
と
お
も
は
ば
と
い
ふ
は
、
た
だ
知
の
み
に
あ
ら
ず
、
行
ぜ
ん
と
お
も
は
ば
、
証
せ
ん
と
お
も
は
ば
、

と
か
ん
と
お
も
は
ば
と
も
、
わ
す
れ
ん
と
お
も
は
ば
と
も
い
ふ
な
り
。（
中
略
）
い
は
ゆ
る
欲
知
仏
性
義
は
、
た
と
へ
ば
当

知
仏
性
義
と
い
ふ
な
り
。
当
観
時
節
因
縁
と
い
ふ
は
、
当
知
時
節
因
縁
と
い
ふ
な
り
。
い
は
ゆ
る
仏
性
を
し
ら
ん
と
お
も
は

ば
、
し
る
べ
し
、
時
節
因
縁
こ
れ
な
り
。
時
節
若
至
と
い
ふ
は
、
す
で
に
時
節
い
た
れ
り
、
な
に
の
疑
著
す
べ
き
と
こ
ろ
か

あ
ら
ん
と
な
り
。
疑
著
時
節
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
還
我
仏
性
来
な
り
。
し
る
べ
し
、
時
節
若
至
は
、
十
二
時
中
不
空
過
な
り
。

若
至
は
既
至
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
時
節
若
至
す
れ
ば
、仏
性
不
至
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、時
節
す
で
に
い
た
れ
ば
、

こ
れ
仏
性
の
現
前
な
り
。
あ
る
ひ
は
其
理
自
彰
な
り
。
お
ほ
よ
そ
時
節
の
若
至
せ
ざ
る
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
仏
性
の
現
前

せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
仏
性
」（
一
巻
一
七
―
一
八
頁
）

 

「
仏
言
、
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
仏
性
現
前
」
は
百
丈
が
『
涅
槃
経
』
を
引
用
し
て
示
し
た
言
葉
で
あ
る（

（1
（

。

仏
性
と
は
時
節
因
縁
で
あ
り
、
時
節
が
す
で
に
い
た
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
仏
性
の
現
前
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、『
永
平
広
録
』
に
も
時
節
因
縁
と
仏
性
が
説
か
れ
た
文
章
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　

474
上
堂
。
時
節
因
縁
仏
性
、
刹
那
前
後
円
成
。
積
功
累
徳
雖
異
、
乳
酪
有
無
得
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
永
平
広
録
』
第
七
（
四
巻
五
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                          

12
（
前
略
）
他
亦
有
道
、
夫
出
家
人
、
但
随
時
及
節
。
便
得
寒
即
寒
、
熱
即
熱
。
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
但
守
分
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随
時
過
好
。　
　
　
（
後
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
永
平
広
録
』
第
八
（
四
巻
一
六
四
―
一
六
五
頁
）

傍
線
部
を
鏡
島
元
隆
氏
は
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

仏
性
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
時
節
因
縁
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
己
の
分
を
守
り
、
時
節
に
従

っ
て
時
を
過
ご
せ
ば
よ
い
（
（1
（

。

仏
性
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、時
節
に
従
っ
て
時
を
過
ご
す
、つ
ま
り
、只
管
打
坐
な
ど
の
修
行
を
黙
々
と
行
ず
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
知

事
清
規
』
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
潙
在
百
丈
作
典
座
。
一
日
上
方
丈
侍
立
。
百
丈
問
、
阿
誰
。
山
曰
、
霊
祐
。
百
丈
云
、
汝
撥
炉
中
有
火
否
。
師
撥
云
、
無
火
。

百
丈
躬
起
、
深
撥
得
少
火
、
挙
以
示
之
云
、
此
不
是
火
。
師
発
悟
礼
謝
、
陳
其
所
解
。
百
丈
云
、
此
乃
暫
時
岐
路
耳
。
経
曰
、

欲
見
仏
性
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
既
至
、
如
迷
忽
悟
、
如
忘
忽
憶
。
方
省
己
物
、
不
従
他
得
。
故
祖
師
云
、
悟
了
同
未
悟
、

無
心
得
無
法
。
只
是
無
虚
妄
、
凡
聖
等
心
本
来
心
。
法
元
自
備
足
。
汝
今
既
爾
、
善
自
護
持
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
知
事
清
規
』（
六
巻
一
〇
八
頁
）

 

「
時
仏
性
」
は
時
節
因
縁
を
観
ず
る
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
「
行
仏
性
」
に
つ
な
が
る
。
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（
８
）
行
仏
性

　

 
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
の
巻
に
は
、

仏
性
の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成

仏
と
同
参
す
る
な
り
。

 

「
仏
性
」（
一
巻
二
二
頁
）

と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仏
性
は
成
仏
に
よ
っ
て
初
め
て
現
成
す
る
。
釈
尊
の
成
正
覚
は
仏
性
が
仏
性
と
し
て
自
覚
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
成
仏
の
現

証
な
く
し
て
は
、
仏
性
も
仏
性
と
は
い
え
な
い
。
仏
性
は
必
ず
成
仏
と
同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

。            

修
行
を
媒
介
と
し
て
仏
性
を
見
る
こ
と
が
成
仏
で
あ
り
、
成
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
性
が
花
開
き
、
実
を
結
ぶ
と
い
う
。
成
仏
せ

ず
に
、
仏
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
空
言
に
等
し
い
と
捉
え
て
い
る（

（2
（

。

　

以
上
、
増
永
氏
は
道
元
禅
師
の
仏
性
を
「
悉
有
仏
性
」
か
ら
「
行
仏
性
」
の
八
に
分
け
論
ず
る
が
、
ま
と
め
と
し
て
次
の
よ
う
に

示
し
て
い
る
。

道
元
禅
師
の
仏
性
観
は
（
１
）
先
尼
外
道
の
如
き
実
在
的
な
も
の
で
な
く
、（
２
）
小
乗
仏
教
の
よ
う
な
不
徹
底
な
我
空
法

有
論
と
全
く
異
な
り
、（
３
）
大
乗
教
家
の
如
く
階
次
的
に
発
展
し
て
ゆ
く
も
の
で
な
く
、（
４
）
彼
岸
の
理
想
で
も
な
く
、
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実
践
的
体
得
に
欠
け
る
も
の
で
も
な
く
、（
５
）
一
切
存
在
な
い
し
、
一
切
価
値
の
根
源
と
見
ら
れ
、（
６
）
有
が
仏
性
で
あ

る
と
と
も
に
、無
が
仏
性
で
あ
り
、（
７
）
有
無
を
離
れ
た
空
が
仏
性
で
あ
り
、（
８
）
生
成
発
展
の
無
常
が
仏
性
で
あ
り
、（
９
）

一
切
は
仏
性
そ
の
も
の
の
自
道
取
で
あ
り
、（
10
）
存
在
が
時
間
で
あ
る
か
ら
、
時
間
は
そ
れ
自
身
仏
性
で
あ
り
、（
11
）
仏

性
は
単
な
る
理
念
で
な
く
、
身
心
を
挙
し
て
実
践
的
に
体
現
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
に
あ
る（

（2
（

。　
　

　
　
　
　

 

（
二
）
久
下
陞
氏
の
見
解

　

次
に
、
久
下
陞
氏
は
「
中
日
両
国
に
亙
仏
性
論
の
展
開
―
真
如
所
縁
縁
種
子
論
争
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
い
う
御
論
攷
が
あ
り
、
そ

の
冒
頭
に
、

人
類
が
人
間
そ
の
も
の
の
尊
厳
に
目
覚
め
、
生
命
畏
敬
の
念
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
に
、
実
に
長
い
歴
史
と
広
大
な
空
間
を
要

し
た
わ
け
で
あ
る（

（2
（

。

と
述
べ
、
人
間
の
尊
厳
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
人
権
宣
言
」
と
し
て
成
文
化
し
、
東
洋
に
お
い
て
は
仏
教
が
取
り
組
ん
で
き

た
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
性
論
と
し
て
展
開
す
る
と
し
て
、
仏
性
論
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
中
国
の
唯
識
家
に
お
け
る
真
如
所
縁
縁
種
子
を
巡
る
論
争
を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
日
本
の
源
信
の
真
如
種
子
論
を
明
か

す
。
そ
し
て
、
最
後
に
道
元
禅
師
の
仏
性
論
を
説
明
す
る
。

五
四
歳
の
示
寂
に
至
る
ま
で
に
示
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
は
九
十
五
巻
に
達
す
る
。
そ
れ
は
全
巻
、
一
に
か
か
っ
て
仏
性
義
の

開
顕
に
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る（

（2
（

。
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道
元
禅
師
の
主
著
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
』
は
仏
性
義
の
開
顕
で
あ
り
、
道
元
禅
師
に
と
っ
て
仏
性
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
道
元
禅
師
の
仏
性
観
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
主
客
相
対
を
越
え
、
意
識
的
・
知
識
的
分
別
を
脱
し
て
能
所
の
見
解
を
離
れ
、

 「
行
証
」
の
内
に
極
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。

　

 

『
大
般
涅
槃
経
』「
仏
言
、
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
仏
性
現
前
。」
に
対
し
て
道
元
禅
師
は
「
当
観
と
い
ふ
は
、

能
観
・
所
観
に
か
か
は
れ
ず
、
正
観
・
邪
観
等
に
準
ず
べ
き
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
当
観
な
り
」
と
拈
提
し
、
こ
れ
は
久
下
氏
に
よ
れ
ば
、

 

「
所
縁
縁
観
に
対
す
る
頂
門
の
一
針
」
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

こ
れ
は
仏
性
を
時
に
よ
っ
て
知
ろ
う
と
す
る
意
図
を
表
し
た
語
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
性
と
は
何
か
、
そ
れ

は
実
体
的
な
霊
性
で
あ
り
、
衆
生
が
迷
妄
の
内
に
あ
る
と
き
は
可
能
態
と
し
て
存
在
す
る
が
現
実
態
と
し
て
は
い
ま
だ
し
き

も
の
、
こ
れ
を
現
実
化
す
る
に
は
時
の
至
る
を
待
つ
べ
し
、
時
も
し
来
た
ら
ば
仏
性
は
現
前
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
理
解

で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
「
本
有
の
仏
性
義
」
の
見
解
に
対
し
て
道
元
禅
師
は
疑
問
を
有
し
、「
仏
性
」
の
巻
に
お
い
て
批
判
し
た
。
久
下
氏
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
元
は
仏
性
を
法
性
、
真
如
と
同
義
と
し
て
い
る
。
一
切
存
在
の
根
拠
、
い
っ
て
み
れ
ば
「
い
の
ち
」
と
捉
え
て
い
る
。
現

実
そ
の
ま
ま
が
仏
性
の
あ
ら
わ
れ
、
真
如
の
活
波
乱
と
す
る
の
で
あ
る
。
仏
性
を
、
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
に

現
れ
て
来
る
可
能
態
と
い
う
理
解
の
仕
方
を
否
定
す
る（

（2
（

。 
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久
下
氏
は
、
道
元
禅
師
は
仏
性
を
真
如
と
同
義
と
し
、「
可
能
態
と
し
て
の
仏
性
を
」
否
定
し
た
見
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
久
下
氏

は
道
元
禅
師
の
仏
性
を
三
つ
の
骨
子
と
し
て
ま
と
め
提
示
す
る（

（2
（

。

　
　
　

①
有
仏
性
…
悉
有
は
仏
性
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　

②
無
仏
性
…
仏
性
は
無
で
あ
る
。
実
体
を
否
定
し
、
無
自
性
空
を
仏
性
と
す
る
。

　
　
　

③
無
常
仏
性
…
無
な
る
常
、
そ
れ
が
仏
性
で
あ
る
。
無
常
そ
の
ま
ま
を
仏
性
と
す
る
。

　

そ
し
て
、旧
来
の
一
乗
対
三
乗
の
仏
性
論
を
越
え
た
仏
性
論
で
あ
り
、仏
性
を
将
来
顕
れ
て
く
る
可
能
態
と
し
て
は
捉
え
ず
、本
性
・

真
如
と
同
じ
く
、
一
切
存
在
の
根
拠
、
現
実
そ
の
ま
ま
が
仏
性
の
顕
れ
で
あ
る
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
簡
明
に
ま
と
め
て
い
る

道
元
は
種
子
観
争
論
の
局
外
に
あ
っ
て
、
そ
の
論
争
の
基
盤
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
乗
の
学
派
は
外
縁
を
要
し
つ
つ
も
な
お
か
つ
内
な
る
種
子
に
世
界
成
立
の
基
礎
を
置
き
、
無
漏
種
子
を
欠
く
有
情
は
無
性

と
し
て
永
久
に
成
仏
の
望
み
を
断
つ
。
こ
れ
に
対
す
る
一
乗
の
学
派
は
種
宗
た
る
対
者
の
名
目
に
合
わ
せ
つ
つ
、
世
界
成
立

の
根
元
を
偏
在
の
真
如
の
力
用
に
求
め
、
仏
性
論
の
根
拠
を
先
天
的
理
性
に
置
く
。
一
分
無
性
と
悉
有
、
立
場
も
結
論
も
相

反
す
る
が
、
仏
性
を
内
在
性
、
可
能
性
を
も
つ
本
有
の
原
理
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ
る
。

　

こ
の
対
立
相
克
、
長
い
論
争
の
解
決
に
は
次
元
を
新
た
に
し
た
諦
念
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
無
媒
介
の
有
無
論
で
は

な
く
、
矛
盾
相
即
の
法
に
よ
る
究
明
、
つ
ま
り
仏
性
論
を
仏
教
本
来
の
法
橋
に
乗
せ
る
こ
と
、
要
言
す
れ
ば
諸
法
実
相
の
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
を
背
負
っ
た
の
が
道
元
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
行
証
の
立
場
を
も
っ
て
道



― 138 ―

を
開
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

種
子
観
論
争
に
お
い
て
一
乗
と
三
乗
と
は
対
立
す
る
立
場
で
あ
り
、
長
く
互
い
に
論
争
が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
道

元
禅
師
は
そ
れ
を
諸
法
実
相
の
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
、
還
元
す
れ
ば
行
証
の
立
場
に
よ
っ
て
道
を
開
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
立
場
は
道
元
禅
師
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
、
中
国
仏
教
、
特
に
禅
の
伝
承
と
形
成
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

悉
有
仏
性
の
悉
有
が
有
情
だ
け
で
な
く
、
無
情
に
ま
で
及
ぶ
の
は
中
国
に
お
い
て
確
立
し
た
も
の
だ
か
ら
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
三
）
松
本
史
朗
氏
の
見
解

　

松
本
史
朗
氏
は
道
元
禅
師
の
仏
性
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
如
来
蔵
思
想
そ
の
も
の
に
内
部
区
分
を
認
め
、
左
の
よ
う

な
仮
説
を
提
示
す
る（

（2
（

。

　
　
　

①
仏
性
内
在
論
（
如
来
蔵
思
想
①
）〔
二
元
論
的
〕
―
―
→　

修
行
必
要

　
　
　

②
仏
性
顕
在
論
（
如
来
蔵
思
想
②
）〔
一
元
論
的
〕
―
―
→　

修
行
不
要

　
　
　

③
仏
性
修
現
論
→
修
行
必
要  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
→　

修
行
必
要
論 

松
本
氏
は
仏
性
論
を「
内
在
論
」「
顕
在
論
」「
修
現
論
」と
い
う
三
つ
に
区
分
す
る
。
た
だ
し
、「
仏
性
内
在
論
」「
仏
性
顕
在
論
」の
語
は
、

山
内
舜
雄
氏
の
使
用
さ
れ
た
述
語
に
よ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、イ
ン
ド
の
如
来
蔵
思
想
は
、『
涅
槃
経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
仏
性
」

が
「
身
」
の
中
に
あ
る
と
説
く
身
心
二
元
論
的
な
立
場
、
つ
ま
り
「
仏
性
内
在
論
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
後
、
中
国
に
お
い
て
「
仏

性
内
在
論
」
が
「
仏
性
顕
在
論
」
に
展
開
す
る
が
、
こ
れ
は
「
仏
性
は
事
と
し
て
全
面
的
に
顕
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
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に
い
か
な
る
修
行
も
要
し
な
い（

（3
（

」
と
い
う
、
修
行
不
要
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
。

　

松
本
氏
は
、
前
期
の
道
元
禅
師
の
基
本
的
立
場
は
「
仏
性
顕
在
論
」
で
あ
り
、「
仏
性
内
在
論
」
を
批
判
す
る
こ
と
に
費
や
さ
れ

た
と
し
、
道
元
禅
師
が
採
用
し
た
「
仏
性
顕
在
論
」
は
中
国
禅
宗
と
天
台
本
覚
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、

仏
性
顕
在
論
は
修
行
不
要
で
あ
る
か
ら
、
坐
禅
を
重
視
す
る
道
元
禅
師
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
坐
禅
と
い
う
修
行
の
必
要
性
を
説

く
「
仏
性
修
現
論
」
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

初
期
の
道
元
の
如
来
蔵
思
想
に
関
す
る
立
場
は
、
仏
性
顕
在
論
に
も
と
づ
く
仏
性
修
現
論
で
あ
り
、
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
仏

性
内
在
論
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た（

（3
（

。

前
期
の
道
元
禅
師
は
「
仏
性
修
現
論
」
に
よ
る
「
仏
性
内
在
論
」
の
否
定
、
そ
し
て
、
後
期
の
道
元
禅
師
の
思
想
の
中
心
は
深
信
因

果
に
あ
り
、
前
期
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
仏
性
顕
在
論
を
も
否
定
し
た
と
見
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　

二
、
道
元
禅
師
の
仏
性
観
に
関
す
る
私
見

　

以
上
は
、
こ
れ
ま
で
道
元
禅
師
の
仏
性
観
に
関
し
て
先
人
が
考
察
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
が
、
大
凡
の
見
解
は
増
永
、
久
下
氏

の
論
攷
で
十
分
収
ま
り
、
か
つ
定
説
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
松
本
氏
の
見
解
は
近
来
で
あ
り
、
斬
新
な
見
解
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
、
上
記
以
外
の
学
者
の
見
解
や
定
説
に
対
す
る
反
論
も
含
め
私
見
を
提
示
し
た
い
。

　
　
　
　
（
一
）
仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳

　

増
永
氏
は
、「
悉
有
仏
性
」「
有
仏
性
」
な
ど
で
「
す
べ
て
の
存
在
が
仏
性
、
仏
性
の
現
れ
」、
あ
る
い
は
、「
仏
性
は
存
在
の
根
底
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を
な
す
も
の
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
す
べ
て
が
仏
性
」
と
い
う
場
合
に
条
件
は
不
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
藤

秀
憲
氏
は
次
の
よ
う
に
問
題
を
設
定
し
て
い
る
。

「
誰
も
が
仏
心
（
仏
性
）
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
皆
、
仏
様
で
す
」
と
説
く
方
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
誰
も
が
仏
様
な

の
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
も
私
も
、
或
い
は
極
悪
人
で
さ
え
も
で
す（

（3
（

。 

そ
し
て
、
結
論
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、「
人
は
仏
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
説
く
こ
と
は
、
道
元
禅
師
の
仏
性
の
捉
え
方
か
ら
す
る
と
誤
り
で
す
。

禅
師
は
「
仏
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
は
説
か
れ
な
い
し
、ま
た
、我
々
は
本
来
仏
で
も
な
い
の
で
す
。
師
の
如
浄
も
『
宝
慶
記
』

の
中
で
、「
本
来
成
仏
」
は
自
然
外
道
の
考
え
で
あ
る
と
否
定
し
て
い
ま
す（

（3
（

。

 

「
人
は
仏
性
を
有
す
」
と
か
「
人
は
本
来
仏
で
あ
る
」
と
説
く
の
は
道
元
禅
師
の
仏
性
の
捉
え
方
か
ら
す
る
と
誤
り
で
あ
る
と
見
な

し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、「
仏
性
」
の
巻
に
、

仏
性
の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成

仏
と
同
参
す
る
な
り
。

「
仏
性
」（
一
巻
二
二
頁
）
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と
あ
り
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
前
に
具
足
す
る
の
で
は
な
く
、
成
仏
よ
り
の
ち
に
具
足
す
る
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
栢
樹
子
」

の
巻
に
も
、

た
れ
か
道
取
す
る
、
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
す
べ
し
、
と
。
仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
な
り
、
さ
ら
に
成
仏
と
同
生
同
参
す
る

仏
性
も
あ
る
べ
し
。

                                                                                                                        

「
栢
樹
子
」（
一
巻
四
四
二
頁
）

と
あ
っ
て
、
仏
性
は
成
仏
以
後
の
荘
厳
、
つ
ま
り
、
仏
性
は
悟
っ
た
以
降
の
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
伊
藤
氏
の
こ
の

見
解
と
同
様
な
立
場
を
角
田
泰
隆
氏
も
採
用
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
仏
性
は
内
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
修
行
に
よ
っ
て
現
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
修
行
に
よ
っ
て
仏
性
を

現
成
し
て
い
る
主
体
に
と
っ
て
、
仏
性
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
顕
在
す
る
と
見
え
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

仏
性
内
在
論
を
否
定
し
、
仏
性
は
修
行
に
よ
っ
て
現
成
す
る
も
の
、
さ
ら
に
は
修
行
時
に
現
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
修
行
者
に

と
っ
て
（
悟
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
）
顕
在
す
る
も
の
と
見
え
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

こ
の
見
解
を
補
う
も
の
と
し
て
、
筆
者
は
次
の
「
四
禅
比
丘
」
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
思
う
。

あ
る
が
云
く
、
諸
仏
如
来
、
ひ
ろ
く
法
界
を
証
す
る
ゆ
え
に
、
微
塵
法
界
、
み
な
諸
仏
の
所
証
な
り
、
し
か
あ
れ
ば
、
依
正

二
報
と
も
に
如
来
の
所
証
と
な
り
ぬ
る
が
ゆ
え
に
、
山
河
大
地
・
日
月
星
辰
・
四
倒
三
毒
、
み
な
如
来
の
所
証
な
り
、
山
河
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を
み
る
は
如
来
を
み
る
な
り
、
三
毒
四
倒
、
仏
法
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
微
塵
を
み
る
は
、
法
界
を
み
る
に
ひ
と
し
、

造
次
顛
沛
、み
な
三
菩
提
な
り
、こ
れ
を
大
解
脱
と
い
ふ
、こ
れ
を
単
伝
直
指
の
祖
道
と
な
づ
く
。
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
輩
が
、

大
宋
国
に
稲
麻
竹
葦
の
ご
と
く
、
朝
野
に
遍
満
せ
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
こ
の
輩
、
た
れ
人
の
児
孫
と
い
ふ
こ
と
明
ら
か
な

ら
ず
、
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
道
を
し
ら
ざ
る
な
り
。
た
と
ひ
諸
仏
の
所
証
と
な
る
と
も
、
山
河
大
地
忽
ち
に
凡
夫
の
所
見
な
か

る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
諸
仏
の
所
証
と
な
る
道
理
を
な
ら
は
ず
、
き
か
ざ
る
な
り
。 「

四
禅
比
丘
」（
二
巻
四
三
〇
―
四
三
一
頁
）

 

「
山
河
大
地
を
見
る
」
こ
と
を
「
如
来
を
見
る
」
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
仏
祖
の
道
を
知
ら
な
い
者
の
言
葉
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
山
河
大
地
に
仏
性
を
見
る
の
は
修
行
者
、
成
仏
の
者
で
あ
っ
て
、
凡
夫
が
山
河
大
地
を
見
て
も
凡
夫
の
山

河
大
地
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
「
発
無
上
心
」
の
巻
も
「
人
天
」
と
「
如
来
（
仏
）」
と
を
区
別
す
る
文
章
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
て
重
罪
・
逆
罪
を
つ
く
る
と
い
へ
ど
も
、
造
像
・
起
塔
せ
ず
。
塵
労
稠
林
に
染
汚
す
と
い
へ
ど
も
、
念
仏
・
読

経
せ
ず
。
こ
れ
た
だ
人
天
の
種
子
を
損
壊
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
如
来
の
仏
性
を
撥
無
す
る
と
も
が
ら
な
り
。
ま
こ
と
に
か

な
し
む
べ
し
、
仏
法
僧
の
時
節
に
あ
ひ
な
が
ら
、
仏
法
僧
の
怨
敵
と
な
り
ぬ
。

 「
発
無
上
心
」（
二
巻
一
六
二
―
一
六
三
頁
）

　

つ
ま
り
、
道
元
禅
師
の
仏
性
観
と
し
て
は
、
仏
性
は
如
来
（
仏
）
に
し
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
人
間
の
場
合
は
種
子
（
善
根
の
種
子
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
子
が
成
仏
す
る
と
仏
性
に
変
化
す
る
、
も
し
く
は
変
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化
し
た
も
の
を
「
仏
性
」
と
名
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
、「
仏
が
仏
性
で
あ
り
、
人
は
仏
性
を
持
た
な
い
」
と
い
う
論
理
か
ら
言
え
ば
、「
衆
生
即
仏
性
」
の
理
論
は
否
定
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
切
衆
生
即
仏
性
と
い
は
ず
、
一
切
衆
生
有
仏
性
と
い
ふ
と
参
学
す
べ
し
。
有
仏
性
の
有
、
ま
さ
に
脱
落
す
べ
し
。
脱
落
は

一
条
鉄
な
り
、
一
条
鉄
は
鳥
道
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
一
切
仏
性
有
衆
生
な
り
。

「
仏
性
」（
一
巻
三
三
―
三
四
頁
）

 

「
衆
生
即
仏
性
」
と
言
っ
て
は
な
ら
ず
、「
一
切
衆
生
有
仏
性
」
と
言
う
と
参
学
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
涅

槃
経
』
に
は
「
衆
生
即
仏
性
」
の
語
が
で
て
く
る
。

所
以
者
何
。
時
節
有
異
其
體
是
一
。
衆
生
仏
性
亦
復
如
是
。
若
言
衆
生
中
別
有
仏
性
者
。
是
義
不
然
。
何
以
故
。
衆
生
即
仏
性
。

仏
性
即
衆
生
。
直
以
時
異
有
淨
不
淨
。
善
男
子
。
若
有
問
言
是
子
能
生
果
不
。
是
果
能
生
子
不
。
應
定
答
言
亦
生
不
生（

（3
（

。

こ
の
事
に
関
し
て
田
上
太
秀
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
の
経
文
の
内
容
は
仏
性
の
有
無
は
す
べ
て
時
節
の
違
い
に
よ
っ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

有
無
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
は
っ
き
り
説
明
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
答
え
は
出
て
こ
な
い
と
い
う
。
時
節
が
至
っ
て
い
な

い
と
き
に
は
そ
の
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
時
節
が
来
る
と
、
つ
ま
り
熟
す
れ
ば
そ
の
形
を
見
ら
れ
る
と
教
え
て
い
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る
。（
中
略
）
そ
こ
で
『
涅
槃
経
』
の
作
者
は
衆
生
の
な
か
に
仏
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
衆
生
が
そ
の
ま
ま
仏
性

と
理
解
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
の
衆
生
と
仏
性
と
の
関
係
は
経
文
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
「
種
子
」
と
「
果
実
」
の
関
係
で

理
解
す
る
と
よ
く
解
る
。
こ
れ
は
種
子
と
果
実
が
そ
の
ま
ま
同
体
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
な
く
、
時
節
因
縁
が
熟
し
て
結
果

し
た
と
き
に
、
顧
み
て
両
者
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
衆
生
即
仏
性
と
言
っ
て
も
修
行
を
し
な

い
衆
生
が
そ
の
ま
ま
仏
性
あ
る
い
は
ブ
ッ
ダ
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
と
こ
ろ
を
道
元
禅
師
は
「
一
切
衆
生
即

仏
性
と
い
は
ず
、
一
切
衆
生
、
有
仏
性
と
い
ふ
と
参
学
す
べ
し
」（
仏
性
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

 

『
涅
槃
経
』
の
「
衆
生
即
仏
性
」
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
単
な
る
イ
コ
ー
ル
の
関
係
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
修
行
と
時
節
が
関
わ

っ
て
く
る
と
い
う
。
修
行
し
時
節
因
縁
が
熟
し
た
時
、
顧
み
て
両
者
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
論
は
道
元
禅
師
の
意

図
す
る
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
一
般
的
な
「
本
来
仏
」
を
説
く
よ
う
な
次
の
よ
う
な
文
章
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
荻
須

純
道
氏
は
夢
窓
疎
石
の
禅
を
紹
介
す
る
著
述
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
謂
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
と
い
ふ
も
の
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
性
」
を
見
て
成
仏
す
る
と
い
ふ
「
性
」
と
は
一
体
如

何
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
？
性
と
は
仏
性
で
あ
り
、「
本
来
自
性
清
浄
の
心
」
で
あ
る
。「
悟
り
の
心
」
で
あ
る
。
真
如
心
又

は
覚
心
と
い
ひ
、
又
如
来
常
住
の
心
性
と
い
ふ
の
も
こ
の
故
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
心
性
は
吾
々
人
間
が
も
と
も
と
具
有
し

て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
一
切
の
衆
生
が
悉
く
本
来
具
有
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
仏
に
あ
っ
て
も
増
さ
ず
、

衆
生
に
あ
っ
て
も
減
ぜ
ず
と
い
は
れ
て
い
る
。
衆
生
即
仏
性
で
あ
り
、
仏
性
即
衆
生
で
も
あ
る（

（3
（

。
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「
性
」、「
仏
性
」、「
悟
り
の
心
」、「
自
性
清
浄
心
」、「
真
如
」、「
覚
心
」、「
如
来
常
住
の
心
性
」
と
様
々
に
言
わ
れ
る
も
の
を
衆
生

は
具
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
禅
門
（
特
に
臨
済
禅
）
に
お
い
て
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
伊
藤
秀
憲
氏
に
よ
れ
ば
「
本
来
仏
」
を
道
元
禅
師
は
否
定
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
文
章
は
道
元
禅
師
の

考
え
方
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
来
仏
を
説
く
か
ら
と
い
っ
て
修
行
を
否
定
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。
修
行
し
て
い
っ
て
本
来
仏
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
修
行
を
す
る
か
否
か
が
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
次
節
で
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
（
二
）
因
縁
と
し
て
の
仏
性
―
修
行
の
重
要
性
―

　

仏
性
は
成
仏
以
後
に
具
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
行
し
て
い
っ
て
成
仏
す
る
時
節
が
到
来
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
見
た

が
、「
時
節
が
到
る
」
と
い
う
理
解
を
道
元
禅
師
は
否
定
し
て
い
る
。

　

百
丈
懐
海
が
『
涅
槃
経
』
を
引
用
し
語
っ
た
「
時
節
若
至
、
仏
性
現
前
」
の
語
も（

（3
（

、
道
元
禅
師
に
と
っ
て
は
「
時
節
若
し
至
れ
ば
、

仏
性
現
前
す
」
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。  

　

時
節
若
至
の
道
を
、
古
今
の
や
か
ら
往
往
に
お
も
は
く
、
仏
性
の
現
前
す
る
時
節
の
向
後
に
あ
ら
ん
ず
る
を
ま
つ
な
り
と

お
も
へ
り
。
か
く
の
ご
と
く
修
行
し
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
自
然
に
仏
性
現
前
の
時
節
に
あ
ふ
。
時
節
い
た
ら
ざ
れ
ば
、
参
師
問

法
す
る
に
も
、
辨
道
功
夫
す
る
に
も
、
現
前
せ
ず
と
い
ふ
。
恁
麼
見
取
し
て
、
い
た
づ
ら
に
紅
塵
に
か
へ
り
、
む
な
し
く
雲

漢
を
ま
ぼ
る
。
か
く
の
ご
と
く
の
た
ぐ
ひ
、
お
そ
ら
く
は
天
然
外
道
の
流
類
な
り
。
い
は
ゆ
る
欲
知
仏
性
義
は
、
た
と
へ
ば

当
知
仏
性
義
と
い
ふ
な
り
。
当
観
時
節
因
縁
と
い
ふ
は
、
当
知
時
節
因
縁
と
い
ふ
な
り
。
い
は
ゆ
る
仏
性
を
し
ら
ん
と
お
も

は
ば
、
し
る
べ
し
、
時
節
因
縁
こ
れ
な
り
。
時
節
若
至
と
い
ふ
は
、
す
で
に
時
節
い
た
れ
り
、
な
に
の
疑
著
す
べ
き
と
こ
ろ
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か
あ
ら
ん
と
な
り
。
疑
著
時
節
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
還
我
仏
性
来
な
り
。
し
る
べ
し
、
時
節
若
至
は
、
十
二
時
中
不
空
過
な

り
。
若
至
は
既
至
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
時
節
若
至
す
れ
ば
、
仏
性
不
至
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
時
節
す
で
に
い

た
れ
ば
、
こ
れ
仏
性
の
現
前
な
り
。
あ
る
ひ
は
其
理
自
彰
な
り
。
お
ほ
よ
そ
時
節
の
若
至
せ
さ
る
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
仏              

性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
。　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 「
仏
性
」（
一
巻
一
八
頁
）

修
行
し
て
い
っ
て
仏
性
が
現
前
す
る
の
で
は
な
く
、
修
行
の
時
節
が
す
で
に
仏
性
現
前
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
身
心
を
挙
し
て

修
行
を
し
て
い
る
時
が
す
で
に
悟
り
で
あ
り
、
仏
性
が
現
前
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る（

（3
（

。

　

仏
性
を
語
る
上
で
の
修
行
の
重
要
性
が
分
か
る
が
、
何
故
修
行
が
大
切
か
と
い
え
ば
、
修
行
と
い
う
因
に
は
結
果
が
必
ず
付
き
従

う
か
ら
で
あ
る
。
道
元
禅
師
の
仏
法
を
「
修
証
一
如
」
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
筆
者
は
「
仏
性
因
縁
説
」
と
呼
び

た
い
。

304
上
堂
。
大
衆
。
夫
学
道
大
不
容
易
。（
中
略
）
何
況
我
日
本
国
裏
人
、
有
得
箇
会
人
乎
。
汝
等
諸
人
、
要
会
初
祖
不
識
也
無
。

夫
仏
祖
家
裏
本
無
心
性
・
仏
性
・
識
性
底
道
理
也
。
只
依
風
火
因
縁
和
合
而
有
動
転
施
為
。
而
愚
人
、
認
動
転
施
為
以
為
識

神
者
也
。
大
衆
、
要
会
這
箇
道
理
麼
。
良
久
云
、
廓
然
無
聖
不
識
、
汝
得
皮
肉
骨
髄
。
有
人
更
問
如
何
、
教
伊
三
拝
依
位
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
永
平
広
録
』
第
四
（
三
巻
一
九
八
頁
）

鏡
島
元
隆
氏
は
傍
線
部
を
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
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い
っ
た
い
仏
祖
の
教
え
に
は
、
も
と
も
と
、
心
性
と
か
仏
性
と
か
識
性
と
か
と
い
う
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
風
火
の

因
縁
が
和
合
す
る
に
よ
っ
て
、
動
き
ま
わ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
だ
け
で
あ
る（

（4
（

。

こ
こ
で
は
、
心
性
と
か
識
性
と
し
て
の
仏
性
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
因
縁
の
み
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
「
因
縁
と
し

て
の
仏
性
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
の
文
章
も
仏
性
と
因
縁
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

292
上
堂
。
挙
。
南
泉
示
衆
曰
、
江
西
和
尚
道
、
即
心
即
仏
。
又
道
、
非
心
非
仏
。
我
不
恁
麼
道
。
不
是
心
、
不
是
仏
、
不
是
物
。

又
道
、
心
不
是
仏
、
智
不
是
道
。
又
道
、
平
常
心
是
道
。
師
云
、
二
員
老
漢
既
恁
麼
道
、
永
平
長
老
又
不
恁
麼
道
。
吾
且
問
于
・

江
西
・
南
泉
。
這
裏
是
什
麼
処
在
、説
心
説
道
、説
物
説
仏
、説
非
仏
説
非
心
。
須
知
、一
片
全
無
両
箇
。
十
方
独
露
山
川
知
覚
。

不
是
道
仏
性
亦
因
縁
。
為
甚
如
此
。
還
来
喫
飯
銭
。
畢
竟
如
何
。
良
久
云
、
胡
蘆
藤
種
胡
蘆
纏
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
永
平
広
録
』
第
四
（
三
巻
一
九
二
頁
）

鏡
島
元
隆
氏
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

　
　
　

知
覚
は
道
で
は
な
い
。
仏
性
で
も
な
く
、
因
縁
で
も
な
い
が
、
般
若
の
智
は
仏
性
で
あ
り
、
ま
た
因
縁
で
あ
る（

（4
（

。

こ
こ
で
は
、
因
縁
と
仏
性
と
を
等
し
く
見
て
お
り
、「
知
覚
」
と
「
般
若
の
智
慧
」
と
に
差
異
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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330
上
堂
。
記
得
。
僧
問
趙
州
。
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
僧
云
、
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
、
狗
子
為
什
麼
無
。
州
云
、

為
伊
有
業
識
在
。
師
云
、
趙
州
恁
麼
為
人
、
雖
最
親
切
、
永
平
若
有
人
問
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
向
他
道
、
道
有
道
無
、

二
倶
是
謗
。
若
他
更
問
如
何
、
山
僧
和
声
便
棒
。

 

『
永
平
広
録
』
第
四
（
三
巻
二
一
四
頁
）

傍
線
部
を
鏡
島
元
隆
氏
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

あ
る
と
言
う
も
な
い
と
言
う
も
、
い
ず
れ
も
仏
法
を
謗
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
そ
の
も
の
が
ど
う
し
て
か
と
尋
ね
れ
ば
、
山

僧
は
声
と
と
も
に
そ
の
も
の
を
棒
で
打
と
う（

（4
（

。

仏
性
が
有
る
と
か
無
い
と
か
い
う
議
論
は
仏
法
を
謗
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
仏
性
は
因
縁
」
で
あ
る
か
ら
、
有
る
無
し
を
越

え
て
い
る
と
理
解
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
次
の
文
は
筆
者
の
い
う
「
仏
性
因
縁
説
」
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

474
上
堂
。
時
節
因
縁
仏
性
、
刹
那
前
後
円
成
。
積
功
累
徳
雖
異
、
乳
酪
有
無
得
名
。 　
　『

永
平
広
録
』
第
七
（
四
巻
五
八
頁
）

　

鏡
島
元
隆
氏
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。 
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仏
性
と
は
時
節
因
縁
で
あ
り
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
残
す
と
こ
ろ
な
く
現
わ
れ
、
前
に
も
後
に
も
余
す
と
こ
ろ
な
く
ま
ど

か
に
成
就
し
て
い
る
。
修
行
を
積
み
重
ね
る
功
徳
に
は
ち
が
い
が
あ
る
が
、
牛
乳
は
牛
乳
と
し
て
、
酪
は
酪
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
仏
性
と
し
て
絶
対
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（4
（

。

こ
の
文
は
後
期
の
作
と
さ
れ
る
が（

（4
（

、
こ
の
「
仏
性
因
縁
説
」
は
先
に
挙
げ
た
「
仏
性
」
の
巻
を
作
っ
た
初
期
の
頃
か
ら
不
変
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

　

こ
の
「
仏
性
因
縁
説
」
は
、「
仏
性
と
は
因
縁
で
あ
り
、
顕
れ
る
も
の
、
顕
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
因
が
あ
っ
て
果
が

あ
る
よ
う
に
、
果
と
し
て
現
前
に
顕
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
果
と
し
て
の
修
行
の
功
徳
（
善
根
功
徳
）
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
多

少
が
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
仏
性
で
あ
る
。
や
れ
る
だ
け
修
行
せ
よ
。
一
つ
や
っ
た
ら
一
つ
の
功
徳
。
や
っ
た
ら
や
っ
た
だ
け
意
味

が
あ
る
」
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
修
行
に
重
き
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
修
行
の
出
来
・
不
出
来
は
認
め
て
い
る
。

  　
『
涅
槃
経
』
に
は
次
の
よ
う
に
仏
性
と
時
節
因
縁
と
の
関
係
に
関
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

亦
非
一
切
衆
生
不
見
。
有
諸
菩
薩
時
節
因
縁
和
合
得
見
時
節
者
所
謂
十
住
菩
薩
摩
訶
薩
修
八
聖
道
。
於
諸
衆
生
得
平
等
心
。

爾
時
得
見
不
名
爲
作
。
善
男
子
。
汝
言
如
磁
石
者（

（4
（

。

仏
性
は
過
去
に
な
く
て
現
在
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
内
の
も
の
で
も
な
く
、
外
の
も
の
で
も
な
い
。
あ
る
の
で
も
な
く
、

な
い
の
で
も
な
い
。
こ
ち
ら
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
あ
ち
ら
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
と
い
っ
て
他
の
所
か
ら
来
る
も
の
で
も
な
い
。

因
縁
が
な
く
て
現
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
人
び
と
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
も
な
い
。
時
節
が
到
来
し
て
因
縁
が
和
合
し
た
時
に
見
ら

れ
る
。
時
節
と
は
八
つ
の
正
道
を
修
め
て
、
衆
生
を
平
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
心
境
に
な
っ
た
時
を
い
う
。
そ
の
時
に
な
っ
て
見
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
自
然
に
行
わ
れ
る
。
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夢
窓
国
師
の
『
夢
中
問
答
』
に
は
、「
見
心
成
仏
」
と
い
わ
ず
に
「
見
性
成
仏
」
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
か
、と
い
う
質
問
が
あ
る
が
、

そ
の
答
の
中
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

見
性
と
申
せ
ば
と
て
、
眼
に
て
見
る
べ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ず
、
心
識
に
て
あ
き
ら
む
る
事
に
も
あ
ら
ず
。
成
仏
と
申
す
も
今

始
め
て
仏
に
な
り
て
、
相
好
を
具
し
光
明
を
放
つ
べ
き
に
は
あ
ら
ず
。
た
と
へ
ば
酒
に
酔
ふ
て
本
心
を
失
へ
る
人
の
、
時
節

到
来
し
て
酔
狂
忽
に
さ
め
て
本
心
に
な
る
が
ご
と
し
。
日
来
の
迷
倒
忽
に
休
歇
し
て
、
直
下
に
本
分
に
契
當
す
る
を
見
性
成

仏
と
名
け
た
り（

（4
（

。

　

以
上
、
因
縁
つ
ま
り
、
修
行
に
よ
っ
て
結
果
が
付
随
す
る
こ
と
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
「
仏
性
因
縁
説
」
を
見
た
。
こ
こ
か
ら
修

行
の
重
要
性
が
理
解
で
き
る
が
、
仏
性
の
そ
も
そ
も
の
意
味
は
、
仏
性
と
は
「
仏
に
な
る
可
能
性
」
で
あ
り
、
皆
仏
性
を
有
し
て
い

る
か
ら
仏
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
修
行
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
」
を
道
元
禅
師

は
認
め
な
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
る
。

　

増
永
氏
は
、

一
般
教
学
で
は
、
人
は
悉
く
仏
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
何
人
も
成
仏
が
可
能
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
禅
師
は

可
能
性
と
し
て
の
仏
性
を
認
容
し
な
い

（
（4
（

。

と
述
べ
、
道
元
禅
師
は
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
は
認
め
な
い
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
松
本
氏
の
い
う
「
仏
性
内
在
論
」
を
否
定
す

る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
、
本
来
の
仏
性
の
意
味
を
否
定
・
発
展
さ
せ
た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
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 「

仏
性
」
の
巻
に
は
、

あ
る
一
類
お
も
は
く
、
仏
性
は
草
木
の
種
子
の
ご
と
し
。
法
雨
の
う
る
ほ
ひ
し
き
り
に
う
る
ほ
す
と
き
、
芽
茎
生
長
し
、
枝

葉
花
果
、
も
す
こ
と
あ
り
、
果
実
さ
ら
に
種
子
を
は
ら
め
り
。
か
く
の
ご
と
く
見
解
す
る
、
凡
夫
の
情
量
な
り
。
た
と
ひ
か

く
の
ご
と
く
見
解
す
と
も
、
種
子
お
よ
ひ
花
果
、
と
も
に
条
条
の
赤
心
な
り
と
参
究
す
べ
し
。
果
裏
に
種
子
あ
り
、
種
子
み

え
ざ
れ
ど
も
根
茎
等
を
生
ず
。
あ
つ
め
ざ
れ
ど
も
そ
こ
ば
く
の
枝
条
大
囲
と
な
れ
る
、
内
外
の
論
に
あ
ら
ず
、
古
今
の
時
に

不
空
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
た
と
ひ
凡
夫
の
見
解
に
一
任
す
と
も
、
根
茎
枝
葉
、
み
な
同
生
し
同
死
し
、
同
悉
有
な
る
仏
性

な
る
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

                                                                                                                            「
仏
性
」（
一
巻
一
六
―
一
七
頁
）

と
あ
り
、
あ
る
一
類
の
考
え
る
「
種
子
と
し
て
の
仏
性
」
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
道
元
禅
師
は
可
能
性
と
し
て
の
仏

性
を
否
定
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
随
聞
記
』
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

答
云
、
誰
か
云
し
、
破
戒
無
道
心
な
れ
と
。
只
、
強
て
道
心
を
を
こ
し
、
仏
法
を
行
ず
べ
き
也
。
何
況
や
持
戒
破
戒
を
論
ぜ
ず
、

初
心
後
心
を
わ
か
た
ず
、
斉
く
如
来
の
福
分
を
与
と
は
見
た
り
。
未
、
破
戒
な
ら
ば
還
俗
す
べ
し
、
無
道
心
な
ら
ば
修
行
せ

ざ
れ
、
と
は
不
見
。
誰
人
か
、
初
め
よ
り
道
心
あ
る
。
只
、
如
是
、
発
し
難
き
を
発
し
、
行
じ
難
き
を
行
ず
れ
ば
、
自
然
に

増
進
す
る
也
。
人
々
皆
、
有
仏
性
也
。
徒
に
卑
下
す
る
事
莫
れ
。               

 『
随
聞
記
』
二
（
七
巻
七
七
頁
）
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「
人
々
は
皆
な
仏
性
を
有
す
」
と
訓
読
せ
ず
、「
有
仏
性
」
と
あ
る
が
、
し
か
し
、
続
い
て
「
卑
下
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
こ

こ
か
ら
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
を
意
図
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。

　
　
　
　
　

 
（
三
）
参
究
対
象
と
し
て
の
仏
性

　

道
元
禅
師
の
仏
性
に
関
し
て
様
々
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
道
元
禅
師
は
後
学

者
の
多
用
な
捉
え
方
を
む
し
ろ
容
認
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
永
平
広
録
』
に
は
、『
涅
槃
経（

（4
（

』
か
ら
引
用

し
次
の
よ
う
に
拈
提
し
て
い
る
。

395
上
堂
。
一
切
衆
生
有
仏
性
、
所
以
乳
有
酪
性
。
一
切
衆
生
無
仏
性
、
所
以
乳
無
酪
性
。
衆
生
無
衆
生
性
、
所
以
乳
無
乳
性
。

仏
性
無
仏
性
性
、
所
以
酪
無
酪
性
。
雖
然
如
是
、
忽
有
人
問
永
平
霊
山
拈
華
、
少
林
三
拝
、
又
作
麼
生
。
良
久
云
、
酪
無
乳
性
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

『
永
平
広
録
』
第
五
（
三
巻
二
六
四
―
六
頁
）

鏡
島
氏
の
訳
は
、

一
切
の
衆
生
に
は
仏
性
が
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
牛
乳
に
は
チ
ー
ズ
と
な
る
本
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
一
切

の
衆
生
に
は
仏
性
は
な
い
。
だ
か
ら
し
て
、
牛
乳
に
は
チ
ー
ズ
と
な
る
本
性
は
な
い
の
で
あ
る
。〔
こ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、〕

衆
生
に
は
衆
生
の
本
性
は
な
い
、
だ
か
ら
し
て
牛
乳
に
は
牛
乳
の
本
性
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
仏
性
に
は
仏
性
の
本
性
は
な

い
、
だ
か
ら
し
て
チ
ー
ズ
に
は
チ
ー
ズ
の
本
性
は
な
い
こ
と
で
あ
る（

（5
（

。　
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と
あ
る
。
右
記
で
は
「
衆
生
」
と
「
仏
性
」
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。「
衆
生
」
を
a
、「
仏
性
」
を
b
と
し
、
図
示
す
れ
ば
、

 

「
a
有
b
」、「
a
無
b
」、「
a
無
a
」、「
b
無
b
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
場
合
の
数
」
で
あ
り
、
四
通
り
示
し
て
い
る
。

最
後
は
打
ち
返
し
を
使
っ
て
、「
チ
ー
ズ
に
は
牛
乳
の
本
性
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
あ
る
テ
ー
マ
に
対
す
る
「
場

合
の
数
」
的
態
度
は
筆
者
が
か
つ
て
論
じ
た
「
参
究
方
法
」
の
一
つ
の
態
度
で
あ
る（

（5
（

。

　

次
の
文
章
も
仏
性
と
衆
生
と
の
関
係
を
参
究
す
る
文
章
で
あ
る
。

ま
た
大
潙
に
む
か
ひ
て
い
ふ
べ
し
、
一
切
衆
生
無
仏
性
は
た
と
ひ
道
得
す
と
い
ふ
と
も
、
一
切
仏
性
無
衆
生
と
い
は
ず
、
一

切
仏
性
無
仏
性
と
い
は
ず
、
い
は
ん
や
一
切
諸
仏
無
仏
性
は
夢
也
未
見
在
な
り
。

 

「
仏
性
」（
一
巻
三
五
頁
）

 

「
仏
性
」
を
a
、「
衆
生
」
を
b
と
す
る
と
、「
a
無
b
、
a
無
a
、
c
無
a
」
と
い
う
形
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
仏
と
い
う
c
が

付
け
加
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
a
→
b
→
c
と
い
う
よ
う
な
参
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
仏
性
に
仏
性
が
な
い
、
諸
仏
に
仏
性
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
伺
う
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な
参
究
態
度
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

さ
ら
に
、
次
の
文
章
も
仏
性
、
衆
生
、
仏
と
の
関
係
の
参
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

観
法
無
我
は
、
長
者
長
法
身
、
短
者
短
法
身
な
り
、
現
成
活
計
な
る
か
ゆ
ゑ
に
無
我
な
り
。
狗
子
仏
性
無
な
り
、
狗
子
仏
性

有
な
り
、
一
切
衆
生
無
仏
性
な
り
、
一
切
仏
性
無
衆
生
な
り
、
一
切
諸
仏
無
衆
生
な
り
、
一
切
諸
仏
無
諸
仏
な
り
、
一
切
仏

性
無
仏
性
な
り
、
一
切
衆
生
無
衆
生
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
な
る
が
ゆ
え
に
、
一
切
法
無
一
切
法
を
、
観
法
無
我
と
参
学
す
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る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三
十
七
品
菩
提
文
法
」（
二
巻
一
三
三
頁
）

先
の
「
仏
性
」
の
巻
に
は
「
一
切
衆
生
無
仏
性
は
た
と
ひ
道
得
す
と
い
ふ
と
も
、
一
切
仏
性
無
衆
生
と
い
は
ず
、
一
切
仏
性
無
仏
性

と
い
は
ず
、
い
は
ん
や
一
切
諸
仏
無
仏
性
は
夢
也
未
見
在
な
り
。
試
挙
看
。」
と
あ
っ
た
が
、
重
な
る
部
分
が
あ
る
。「
仏
性
」
を

a
、「
衆
生
」
を
b
、「
諸
仏
」
を
c
と
す
れ
ば
、
a
無
b
、
c
無
b
、
c
無
c
、
a
無
a
、
b
無
b
と
い
う
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

a
→
b
→
c
と
い
う
よ
う
な
参
究
が
な
さ
れ
る
、
筆
者
の
い
う
ａ
ｂ
ｃ
型
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
仏
性
、
衆
生
、
諸
仏
の
関
係
に
関
し
て
参
究
が
な
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
a
は
b
で
あ
る
」
と
い
う
答
え

を
出
す
と
い
う
こ
と
よ
り
も
「
参
究
」
そ
れ
自
体
を
行
ず
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
次
の
文
章
は
そ
の
こ
と
を
示

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

仏
性
と
い
ふ
は
一
切
の
説
な
り
、
無
仏
性
と
い
ふ
は
一
切
の
説
な
り
。
仏
性
の
性
な
る
こ
と
を
参
学
す
と
い
ふ
と
も
、
有

仏
性
を
参
学
せ
ざ
ら
ん
は
学
道
に
あ
ら
ず
、
無
仏
性
を
参
学
せ
ざ
ら
ん
は
参
学
に
あ
ら
ず
。
説
の
性
な
る
こ
と
を
参
学
す
る
、

こ
れ
仏
祖
の
嫡
孫
な
り
。
性
は
説
な
る
こ
と
を
信
受
す
る
、
こ
れ
嫡
孫
の
仏
祖
な
り
。

　

心
は
疎
動
し
、性
は
恬
静
な
り
、と
道
取
す
る
は
、外
道
の
見
な
り
。
性
は
澄
湛
に
し
て
、相
は
遷
移
す
る
、と
道
取
す
る
は
、

外
道
の
見
な
り
。
仏
道
の
学
心
・
学
性
、
し
か
あ
ら
ず
、
仏
道
の
行
心
・
行
性
は
外
道
に
ひ
と
し
か
ら
ず
、
仏
道
の
明
心
・

明
性
は
外
道
そ
の
分
あ
る
べ
か
ら
ず
。

 「
説
心
説
性
」（
一
巻
四
五
四
頁
）
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「
有
仏
性
」
を
参
究
、「
無
仏
性
」
を
参
究
。
さ
ら
に
「
性
」
は
「
説
」
な
る
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

   
と
こ
ろ
で
、
常
盤
大
定
氏
に
は
『
仏
性
の
研
究
』
と
い
う
大
著
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
仏
性
の
歴
史
は
一
乗
家
と
三
乗
家
と
の

仏
性
観
の
対
立
と
い
う
構
図
が
あ
る
と
し
、
一
乗
家
に
対
す
る
要
求
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

世
親
の
「
仏
性
論
」
を
見
る
に
、或
は
之
を
如
来
蔵
と
し
、真
如
と
し
、如
如
と
し
、法
界
と
し
、又
、或
は
自
性
清
浄
心
と
し
、

法
身
と
し
、
更
に
又
、
或
は
如
来
蔵
を
以
て
、
一
方
に
は
非
浄
非
不
浄
と
為
し
つ
つ
、
他
方
に
は
生
死
涅
槃
の
根
本
と
す
る

上
よ
り
、
或
は
煩
悩
を
以
て
如
来
蔵
と
し
、
一
歩
を
進
め
て
、
衆
生
を
も
如
来
蔵
と
し
、
而
し
て
如
如
の
上
よ
り
、
衆
生
と

法
身
と
を
致
一
せ
し
め
た
り
。
斯
の
如
き
多
含
多
義
の
仏
性
観
に
対
し
て
は
、
恐
ら
く
は
何
人
も
、
こ
れ
よ
り
実
際
的
意
義

を
開
発
し
得
が
た
か
ら
ん
。
若
し
、
夫
れ
理
智
冥
合
せ
る
彼
岸
の
境
地
に
立
た
ば
、
一
切
悉
く
仏
性
た
り
、
如
来
た
る
べ
し

と
雖
も
、
さ
れ
ど
、
そ
は
智
の
世
界
な
り
、
果
の
境
地
な
り
。
仏
性
の
問
題
は
、
識
の
世
界
に
於
け
る
も
の
な
り
、
因
の
境

地
に
於
け
る
も
の
な
り
。
斯
く
て
因
果
の
間
に
厳
然
た
る
区
別
を
附
せ
ざ
る
は
、
其
弱
点
な
り（

（5
（

。

一
乗
家
の
仏
性
観
の
多
義
多
含
が
長
所
で
も
あ
り
、
か
つ
、
短
所
で
も
あ
る
と
い
い
、
因
果
の
間
に
区
別
を
設
け
な
い
と
こ
ろ
が
問

題
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
乗
家
は
、
仏
性
に
つ
い
て
、
本
来
の
意
義
か
ら
脱
し
、
彼
岸
や
悟
り
の
境
地
か
ら
見
れ
ば
一
切
は

悉
く
仏
性
で
あ
り
、
如
来
で
あ
る
と
ま
で
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
常
盤
氏
は
「
仏
性
の
問
題
は
識
の
世
界
、
因
の
境
地
に
お
け
る

も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
乗
家
の
多
義
多
含
は
弱
点
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

翻
っ
て
道
元
禅
師
も
一
乗
家
に
属
し
、
筆
者
か
ら
見
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
仏
性
の
多
義
多
含
を
推
し
進
め
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
。
酒
井
得
元
老
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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お
よ
そ
追
求
の
対
象
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
仏
性
は
、
一
般
衆
生
に
は
、
永
遠
の
「
な
に
も
の
」
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
故
に
、
什
麼
で
あ
り
、
恁
麼
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仏
性
は
常
識
的
に
仏
に
な
る
性
質
と
言
っ

た
り
、
仏
の
本
質
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
以
上
の
論
理
的
追
求
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
と
思
う（

（5
（

。

或
い
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

故
に
仏
性
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
に
こ
そ
問
題
の
契
機
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
求
道
そ
の
も

の
に
、
仏
性
そ
の
も
の
の
具
現
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
対
で
あ
る
が
故
に
仏
性
は
追
求
の
終
局
に
顕
現
す
る
も
の
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
絶
対
と
い
う
こ
と
に
は
、
終
局
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
故
に
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
わ
れ
る
時
の
仏

性
は
、
悉
有
と
も
一
切
衆
生
と
も
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（5
（

。

傍
線
部
の
「
永
遠
の
な
に
も
の
」、「
仏
性
を
追
求
す
る
こ
と
自
体
が
重
要
」
と
い
う
箇
所
は
、
結
論
的
に
は
「
参
究
対
象
と
し
て
仏

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
筆
者
の
見
解
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

 

（
四
）
光
明
観
か
ら
の
仏
性

　

筆
者
は
近
年
宗
教
に
お
け
る
「
光
明
」
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
明
の
観
点
か
ら
道
元
禅
師
の
仏

性
を
考
察
し
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。
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前
期
の
道
元
禅
師
の
仏
性
論
に
関
し
て
、
松
本
史
朗
氏
は
、「
仏
性
内
在
論
」
と
「
仏
性
顕
在
論
」
と
に
分
け
、
顕
在
論
か

ら
内
在
論
を
批
判
す
る
も
の
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
光
明
」
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
仏
祖
の
光
明
」
と
「
自

己
の
光
明
」
と
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
元
禅
師
は
、仏
祖
を
仏
祖
た
ら
し
め
る
ハ
タ
ラ
キ
と
し
て
の
「
仏
祖
の
光
明
」

が
先
ず
先
に
あ
り
、「
仏
祖
の
光
明
」
に
照
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
坐
禅
、
袈
裟
な
ど
の
仏
道
修
行
を
信
受
で
き
ず
、
そ
れ
に
照

ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
仏
道
修
行
が
可
能
と
な
り
、
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
己
の
光
明
」
が
輝
き
だ
す
と
い
う
理
論

で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
道
元
禅
師
は
両
者
を
区
別
し
て
用
い
て
い
る
が
、
両
者
と
も
肯
定
し
て
お
り
、
一
方

か
ら
一
方
を
批
判
し
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
否
定
し
て
い
る
の
は
、
い
た
ず
ら
に
「
自
己
の
光
明
」
が
輝
き
だ
す
の
を
待

つ
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か（

（5
（

。

松
本
氏
の
い
う
「
仏
性
顕
在
論
」（「
仏
性
修
現
論
）
か
ら
「
仏
性
内
在
論
」
を
否
定
し
た
と
い
う
見
解
で
は
な
く
、
両
者
と
も
否
定

し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
る
。
道
元
禅
師
が
否
定
し
て
い
る
の
は
、
修
行
を
否
定
す
る
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（5
（

。

　
　
　
　

結　

論

　

一
、道
元
禅
師
の
仏
性
観
に
関
し
て
、増
永
霊
鳳
氏
は
、「
悉
有
仏
性
」、「
有
仏
性
」、「
無
仏
性
」「
空
仏
性
」「
説
仏
性
」「
無
常
仏
性
」

「
時
仏
性
」「
行
仏
性
」
に
分
類
し
ま
と
め
て
い
る
。
従
来
の
学
者
の
見
解
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
範
疇
に
収
ま
る
。

　

二
、「
悉
有
仏
性
」
か
ら
「
す
べ
て
の
存
在
が
仏
性
で
あ
る
」
と
無
条
件
に
説
く
こ
と
に
関
し
て
伊
藤
秀
憲
氏
や
角
田
泰
隆
氏
は

否
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
修
行
に
よ
っ
て
現
成
さ
れ
る
の
が
仏
性
で
あ
っ
て
、
修
行
し
悟
っ
た
者
が
「
皆
仏
性
の
顕
れ

で
あ
る
」
と
気
づ
く
の
で
あ
る
。

　

三
、
増
永
氏
も
「
行
仏
性
」
に
お
い
て
仏
性
は
成
仏
と
同
時
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
修
行
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
が
、
筆
者
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も
別
の
視
点
か
ら
修
行
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
仏
性
と
は
因
縁
で
あ
り
、
修
行
と
い
う
因
が
あ
れ
ば
必
ず

果
と
し
て
功
徳
が
顕
れ
る
、
顕
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
修
行
が
必
要
で
あ
る
（
仏
性
因
縁
説
）。

　

四
、従
来
の
説
は
道
元
禅
師
は「
可
能
性
と
し
て
の
仏
性
」を
否
定
し
た
と
さ
れ
る
が
、『
随
聞
記
』に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、決
し
て「
可

能
性
と
し
て
の
仏
性
」
を
否
定
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

　

五
、
道
元
禅
師
の
仏
性
は
さ
ま
ざ
ま
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
仏
性
に
対
し
て
あ
れ
こ
れ
参
究
す
る
「
参
究

対
象
と
し
て
の
仏
性
」
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

六
、
道
元
禅
師
の
光
明
観
で
は
「
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
、
修
行
し
、
自
己
の
光
明
が
輝
き
出
す
」
と
い
う
理
論
で
あ
る
と
筆

者
は
考
え
る
。
光
明
を
仏
性
と
解
す
れ
ば
、
松
本
氏
が
い
う
「
道
元
禅
師
は
仏
性
顕
在
論
か
ら
仏
性
内
在
論
を
批
判
し
た
」

と
い
う
記
述
は
導
き
出
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
仏
性
顕
在
論
で
も
あ
り
仏
性
内
在
論
で
も
あ
る
。

　　
【
註
】

（
１
）
道
元
禅
師
の
著
作
の
引
用
は
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』
を
用
い
、
そ
の
巻
名
及
び
頁
数
の
み
記
す
。

（
２
）
玉
城
康
四
郎
『
現
代
語
訳
正
法
眼
蔵
（
二
）』
一
九
九
四
年
、
大
蔵
出
版
、
二
二
三
頁
。

（
３
）
玉
城
康
四
郎
『
現
代
語
訳
正
法
眼
蔵
（
二
）』
二
〇
七
頁
。

（
４
）『
涅
槃
経
』
巻
二
六
（
大
正
一
二
・
七
六
七
上
）。

（
５
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
仏
性
観
」（『
日
本
仏
教
学
年
報
』
二
一
号
、
昭
和
三
〇
年
、
二
九
五
頁
）。

（
６
）
増
永
前
掲
書
二
九
六
頁
。

（
７
）
増
永
前
掲
書
二
九
六
頁
。

（
８
）
増
永
前
掲
書
二
九
七
頁
。
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（
９
）
増
永
前
掲
書
二
九
七
頁
。

（
10
）『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
（
大
正
五
一
・
二
二
二
中
）。
た
だ
し
『
景
徳
伝
燈
録
』
で
は
「
無
仏
性
」
で
は
な
く
「
無
性
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
増
永
前
掲
書
二
九
七
頁
。

（
12
）
増
永
前
掲
書
二
九
八
頁
。

（
13
）
増
永
前
掲
書
二
九
八
頁
。

（
14
）
増
永
前
掲
書
二
九
九
頁
。

（
15
）『
涅
槃
経
』
巻
二
〇
（
大
正
一
二
・
七
三
七
上
）。

（
16
）
増
永
前
掲
書
二
九
九
頁
。

（
17
）『
涅
槃
経
』
巻
二
六
に
は
、「
欲
見
仏
性
応
當
観
察
時
節
形
色
。
是
故
我
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
實
不
虚
妄
（
大
正
一
二
・
七
七
七
上
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
鏡
島
元
隆
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
二
巻
一
三
三
―
一
三
四
頁
。

（
19
）
増
永
前
掲
書
三
〇
〇
頁
。

（
20
）
増
永
前
掲
書
三
〇
〇
頁
。

（
21
）
増
永
前
掲
書
三
〇
五
頁
。

（
22
）
久
下
陞
「
中
日
両
国
に
亙
仏
性
論
の
展
開
―
真
如
所
縁
縁
種
子
論
争
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
六
号
、
昭
和
六
三
年
、

五
三
頁
）。

（
23
）
久
下
前
掲
書
六
六
頁
。

（
24
）
久
下
前
掲
書
六
七
頁
。

（
25
）
久
下
前
掲
書
六
七
頁
。

（
26
）
久
下
前
掲
書
六
七
頁
。
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（
27
）
久
下
前
掲
書
六
七
頁
。

（
28
）
久
下
前
掲
書
七
〇
頁
。

（
29
）
松
本
史
朗
『
禅
思
想
の
批
判
的
研
究
』
一
九
九
四
年
、
大
蔵
出
版
、
五
八
九
頁
。
増
永
氏
の
論
攷
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
「
大
乗
仏
教
で
あ
る
限
り
、
い
ず
れ
も
一
切
衆
生
の
悉
有
仏
性
を
信
ず
る
。
し
か
し
、
如
来
蔵
に
も
所
摂
蔵
や
隠
覆
蔵
が
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏

性
に
も
衆
生
が
仏
智
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
面
と
、
衆
生
の
心
内
に
求
め
ら
れ
る
面
と
が
あ
る
。
前
者
に
重
き
を
お
け
ば
、
浄
土
教
的
と
な
り
、
後
者

を
主
と
す
れ
ば
禅
宗
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
人
間
が
自
己
を
反
省
し
、
信
心
を
起
こ
す
も
、
仏
性
の
力
に
よ
る
。
信
心
は
仏
性
の
働
き
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
故
に
、
仏
性
は
何
人
も
持
っ
て
い
る
宗
教
性
で
あ
り
、
真
実
の
人
間
性
で
あ
り
、
人
間
が
人
間
と
し
て
の
本
性
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
人
間
に
は
宗
教
性
が
存
す
る
か
ら
、
自
己
を
内
省
し
、
外
に
絶
対
者
を
仰
ぐ
こ
と
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
外
の
両
面
に
働
く
力

も
結
局
は
一
つ
で
あ
る
。」（
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
仏
性
観
」『
日
本
仏
教
学
年
報
』
二
一
号
、
昭
和
三
〇
年
、
二
九
二
頁
）。

　
　

  

右
記
の
傍
線
部
分
は
、「
仏
性
顕
在
論
」
と
「
仏
性
内
在
論
」
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
30
）
松
本
前
掲
書
五
九
一
頁
。
松
本
氏
は
、
中
国
思
想
の
影
響
に
よ
り
仏
性
顕
在
論
が
生
じ
、
道
元
禅
師
も
そ
れ
を
受
け
た
と
論
じ
る
が
、
先
に
見
た
よ
う

に
久
下
し
も
道
元
禅
師
の
思
想
が
中
国
禅
宗
の
継
承
と
い
う
視
点
で
あ
り
そ
の
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

（
31
）
松
本
前
掲
書
五
九
六
頁
。

（
32
）
伊
藤
秀
憲
「
道
元
禅
師
と
仏
性
」（
平
成
一
六
年
、
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、http://zenken.aichi-gakuin.ac.jp

）。

（
33
）
伊
藤
前
掲
書
。

（
34
）
角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
仏
性
観
」（『
宗
学
研
究
』
四
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
頁
）。

（
35
）『
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
七
二
中
）。

（
36
）
田
上
太
秀
「『
正
法
眼
蔵
』
に
見
る
『
涅
槃
経
』
の
思
想
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
二
号
、
平
成
一
六
年
、
六
頁
）。
田
上
氏
は
別
の

論
攷
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
衆
生
即
仏
性
（
大
正
一
二
・
五
七
二
中
）
衆
生
そ
の
ま
ま
が
仏
性
で
あ
る
。
一
切
の
衆
生
、
つ
ま
り
、
草
木
、
蟻
子
に
至
る
ま
で
が
、
仏
性
の
姿
で
あ

る
と
い
い
、
そ
こ
に
浄
・
不
浄
の
差
別
が
あ
る
の
は
、
仏
果
の
時
節
因
縁
が
到
来
し
た
か
否
か
の
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
い
か
に
不
浄
の
も

の
と
い
え
ど
も
、
時
節
到
来
す
れ
ば
成
仏
の
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
。」（
田
上
太
秀
『
菩
提
心
の
研
究
』、
一
九
九
〇
年
、
東
京
書
籍
、
三
四
一
頁
）。

（
37
）
荻
須
純
道
『
夢
窓
・
大
燈
』
昭
和
一
八
年
、
弘
文
堂
、
八
八
頁
。

（
38
）「
欲
識
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
、
時
節
若
至
、
其
理
自
彰
」（『
聨
燈
会
要
』
七
）。『
涅
槃
経
』
に
は
、「
欲
見
仏
性
、
応
当
観
察
時
節
形
色
、
是
故
我
説
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」（『
涅
槃
経
』
二
八
（
大
正
一
二
・
五
三
二
上
））。

（
39
）
増
永
氏
の
い
う
「
行
仏
性
」
で
あ
る
。
河
村
孝
道
氏
も
「
仏
性
は
あ
く
ま
で
行
と
い
う
実
践
的
立
場
を
通
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
（「
道
元
禅
に
於
け
る
仏
性
の
論
攷
―
悉
有
仏
性
に
つ
い
て
―
」『
宗
学
研
究
』
二
巻
、
昭
和
三
五
年
）。

（
40
）
鏡
島
元
隆
訳
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
一
巻
三
六
頁
。

（
41
）
鏡
島
元
隆
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
一
巻
二
八
頁
。

（
42
）
鏡
島
元
隆
訳
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
一
巻
五
六
頁
。

（
43
）
鏡
島
元
隆
訳
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
二
巻
六
頁
。

　
　
　
「
仏
言
。
善
男
子
。
我
亦
不
説
乳
中
有
酪
。
酪
從
乳
生
故
言
有
酪
。
世
尊
。
一
切
生
法
各
有
時
節
。
善
男
子
。
乳
時
無
酪
亦
無
生
蘇
熟
蘇
醍
醐
。
一
切

衆
生
亦
謂
是
乳
。
是
故
我
言
乳
中
無
酪
。」（『
涅
槃
経
』
巻
二
六
、
大
正
一
二
・
七
七
五
中
）。

（
44
）
伊
藤
秀
憲
「『
永
平
広
録
』
説
示
年
代
考
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
一
一
』
昭
和
五
五
年
）。

（
45
）『
涅
槃
経
』
巻
三
〇
（
大
正
一
二
・
八
〇
一
下
）。

（
46
）
佐
藤
泰
舜
校
訂
『
夢
中
問
答
』
二
〇
〇
二
年
、
岩
波
文
庫
、
一
六
二
頁
。

（
47
）
増
永
前
掲
書
三
〇
〇
頁
。

（
48
）
伊
藤
秀
憲
氏
は
『
随
聞
記
』
の
こ
の
箇
所
を
仏
性
の
内
在
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
取
れ
る
が
、「
有
仏
性
」
の
有
を
脱
落
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
か
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ら
、「
人
人
そ
れ
ぞ
れ
皆
、
仏
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
論
じ
て
い
る
（
伊
藤
秀
憲
『
道
元
禅
研
究
』
一
九
九
八
年
、
大
蔵
出
版
、

四
七
六
頁
）。

（
49
）『
涅
槃
経
』
巻
二
八
（
大
正
一
二
・
五
三
〇
中
）
に
「
師
子
吼
菩
薩
言
。
世
尊
。
如
仏
所
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
如
乳
中
有
酪
」
と
あ
る
。

（
50
）
鏡
島
元
隆
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
一
巻
一
一
八
頁
。

（
51
）
拙
稿
「『
正
法
眼
蔵
』
の
文
体
と
思
想
の
研
究
（
覚
書
）」（『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
一
〇
号
、
一
九
九
六
年
）。

（
52
）
常
盤
大
定
『
仏
性
の
研
究
』
昭
和
五
年
、
秀
英
舎
、
五
八
四
頁
。

（
53
）
酒
井
得
元
『
道
元
禅
の
解
明
』
平
成
二
一
年
、
大
法
輪
閣
、
九
五
頁
。

（
54
）
酒
井
得
元
『
道
元
禅
の
解
明
』
平
成
二
一
年
、
大
法
輪
閣
、
三
九
頁
。

（
55
）
拙
稿
「
道
元
禅
師
の
光
明
観
（
下
）」（
鶴
見
大
学
文
化
財
学
会
『
文
化
財
学
雑
誌
』
第
六
号
、
平
成
二
二
年
、
二
一
頁
）。

（
56
）
宮
﨑
奕
保
禅
師
は
「
そ
う
で
す
。
仏
性
を
以
て
三
世
を
ぶ
ち
抜
く
わ
け
で
す
わ
。
仏
性
い
う
た
ら
何
や
い
う
た
ら
、
こ
れ
は
も
う
坐
禅
で
す
」（『
傘
松
』

一
九
七
六
年
一
〇
月
、
三
三
頁
）
と
述
べ
、
仏
性
を
坐
禅
と
説
い
て
い
る
。
坐
禅
修
行
が
仏
性
と
示
し
て
い
る
。

　
　

＊
本
稿
は
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
財
団
法
人
仏
教
学
術
振
興
会
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


